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   Epirocain  (2-methyl-2-(n-propylamino)-propylbenzaate hydrochloride) is a new effec-

tive surface and block anesthetic agent, with extremly low local  irritatations. It has 

been studied that 7-8 cc of 4 per cent  Epirocain is useful for caudal anesthesia in all of 

the urological tests and/or treatments, and has slight, temporally side effects, but rare. 

   In urethral anesthesia, jelly form of Epirocain  compaundinz with M. C.(Methylcellulose 

sod.), is suitable, the volume to be used, 15 cc for male, 5 cc for female. And  there  is no 

untoward general and topical side  effects.

緒 言

各種疾患の診断,診 療を行 うにあたつて,患

者に苦痛,不 安感を与えないことは最も望まし

い事柄である.殊 に膀胱鏡検査,尿 管カテーテ

ル法,尿 道拡張術(ブ ジー)等 の経尿道的操作

を日常必要 とする我 々泌尿器科領域に於ては,

完全なる麻酔下の無痛的施行が理想とされるの

は当然である.こ の目的に対 して全身麻酔,腰

椎麻酔等は完全なる麻酔を得られるが,日 々多

数の患者を診療する外来に於ては,実 施が煩雑

であり実用的でない.よ つて著者等の教室に於

ては主として仙骨麻酔,一 部に尿道麻酔を使用

して来た.こ れらの局所麻酔剤としてはプロカ

インを使用し,仙 骨麻酔にては略々満足すべき

効果 を得 たが,尿 道麻 酔 にては効果は不充 分で

あつ た.近 年 に出現 した局所麻 酔剤 キ シロカイ

ンによる仙 骨麻 酔,尿 道麻 酔及び オ ノカイ ンに

よる尿道麻 酔につ いては,著 者等 はさ きに報告

した.今 回は エーザ イKKよ り新 局所麻 酔剤 エ

ピロカ インの提 供を うけて,こ れ を仙 骨麻 酔 ,

尿 道麻 酔 に使用 して満足すべ き麻 酔効果を得た

ので,こ こに発表す る.

薬 剤

Biberteed及 びBraun(1905)に よ りプロカイソ

は毒性の少いこと,体 内分解が早 く習慣性もないこと

などの各種の長所が認められ,現 在に至るまで使用さ

れて来たが,他 方表面麻僻力の弱いこと,過 敏症のあ

ること,」血管収縮作用をかくこと等の欠点を有してい
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る ので,こ れ らの 欠点 の ない 局 所 麻 酔 薬 が望 まれ てい

た.プ 官 カイ ソ に よつ て し ば しば惹 起 さ れ る過 敏 症

は,パ ラ位 の ア ミノ基 に基 因 す る とい うこ とが知 られ

た の で,分 子中 に そ の ア ミ ノ基 を もた ぬ化 合物 が追 求

され て 発 見 され た新 局所 麻 酔 剤 が エ ピ ロ ヵ イ ソ(Epi-

rocain)で あ る.

エ ピ ロ カイ ンは2・Mety1-2・(n-propylamino)-

propylbenzoate-HCIで,次 の よ うな構 造 式 を有 し

て い る.

CH3

〈=〉一一 唾 ・H・・H・・
NH・CH2・CH2・CH3

エピロカイyの 薬理作用は薬師寺等及び貫氏等によ

れば下記の如 くである.

1)エ ピロカイyは 従来のものより遙かに優れた強

い表面麻酔力,伝 達麻酔力を有し,Lidocaine(キ シ

ロカイソ)よ り2倍 以上強力である.

2)局 所刺戟作用はLidocaineと 同程度であつて

従来のものに比し極めて軽微である.

エピロカイン液及びエピロカイゾゼ リの処方は下記

の如くである,

…一{;犠
4%

0.07%

プ ロ ピル パ ラベ ン0.03%

一 ・灘 三=
4%

3.5%

0.07%

0.03%

4%エ ピロカイン液による仙骨麻醇

術式:仙 骨麻酔(caudalanesthesia)はCath6-

1in(1950)が 初めて行った方法で,仙 骨裂孔(Hia-

tussacralis)よ り仙骨管(Canalissacralis)の 中

に針を刺入し,仙 骨部硬膜外腔に薬液を注入して,仙

骨神経(N.sacralis)及 び尾神経(N.coccygeus)

を遮断する.術 式は成書に記載されている如 くである

が,著 者等の教室にて慣用する方法を記述する.患 者

を腹臥位にし,恥 骨部に枕をおいて啓部(仙 骨部)を

高 くする.先 ず仙骨裂孔を探究する.こ のためには,

中仙骨櫛(Cristasacralismedia)を 触診 してその

最も下部のものを求めると,そ の最下部の櫛の直 ぐ下

方に於て。左右に角状に突出する仙骨角(Cornusa一
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crale)を 容易に触れる.左 右仙骨角の聞が即ち穿刺

部たる仙骨裂孔である.人 によっては,こ の裂孔が明

かに触れ難いものもある.穿 刺部は消毒の上,穿 刺針

(太さ1/1,長 さ7cm以 上)を 仙骨裂孔の中央部1

に穿刺す る.先 づ皮膚面に直角に針を刺入して,皮 膚

及び靱帯を貫き針の尖端が骨(仙 骨尖Apexossis

sacri)に 達 したならぽ,心 持ち手前に抜いてから,

針 の基部を約40度 下方に倒して仙骨軸に一致させ,そ

の儘正中線に沿つて深く刺入すれぽ,何 等抵抗な く,

仙骨管内に入 り,約5cm深 く刺入する.脊 椎終嚢

(terminalsac)は 仙骨裂孔から約6～9cmの 処に

あ り,こ れを穿刺しないようにする.注 射針から脊髄

液若しくは血液が逆流して来ないことを確めるため,

注射器の栓子を一応引いてみることが必要である.そ

の上にて麻酔液を極めて徐々に注入する.麻 酔液は何

等抵抗なく容易に注入し得 るが,針 が仙骨管を外れた

場合には多少の抵抗を感じ,強 いて注入すれば,麻 酔

液が皮下に侵入して皮膚面が挙上するのを認める.斯

かる場合には,穿 刺の方向を変え,改 めて仙骨管内に

刺入し直さねばならぬ.

効果=最 初4%エ ピロカイソ液10ccを4例(男

3例,女1例)に 使用したところ,麻 酔効果が強すぎ

て全例に下肢の運動麻酔迄伴い,30分 ～1時 間の検査

後1～2時 聞の歩行障碍を来たした,よ って使用量を

7ccに 減 じたところ,検 査,治 療に充分満足すべき

効果を得たので,以 後,原 則として7ccを 使用し,

肥満者等の体格大なるものにのみ8ccを 使用した.

第1表 の如 く7～8cc使 用せる35例(男30例,女5

例)に て32例(男27例,女5例)91,4%に 全 く無痛に

検査,治 療を行 うことができ,3例(男)の みが軽度

の疹痛を訴えたが,プ ゴカイy使 用時に於ける効果不

良の時にみ られる如き強度の痙痛はな かった.6例

(男5例,女1例)に ては従前に受けた3%プ ロヵイ

ン液15ccに よる仙骨麻酔との効果を比較すること

ができた.即 ち5例 はプロカインより優れ,1例 は同

程度無痛であった。大多数の症例は注入後5～10分 に

て外陰部,肛 門,会 陰部が麻酔され,一 部の症例は轡

部,大 腿部内側迄麻酔範囲が及び,叉 検査後2〔}分～1時

間の歩行障害を伴ったものが6例(男5例,女1例)

あった.麻 酔持続時聞は詳細に追及し得なかったが,

30分 ～1時 閻の検査,治 療が無痛に終了し,叉 検査後

20分 ～1時 間の歩行障碍を伴った数症例のあった事よ

り推定して,1.5～2時 聞の持続時間を有すると考え

られる.小 児には減量して3例(10才 男1例,4才 男

1例,女1例)に4～5cc使 用 したが,第1表 の如



168 後藤ρ他一新局所麻酔剤エピロカイyに よる仙骨麻酔及び尿道麻酔

第1表4%エ ピロカイゾ液による仙骨麻酔

　

使腿 隔

1

式

10CC
∫!

/1

膀胱鏡検査

膀胱腫瘍組織切除尿管
カテーテル法

及び逆行性腎孟撮
影

症例数

1

1

1♀1

効=果

軽度疹痛 無痛

1

1

1♀1

本症例申従前にう
けた麻酔との比較

プロカイ

ソ仙骨麻

酔より良

プロカイ 歩行障碍
ン仙骨麻
酔と同程度

臨

副作用 麻酔範囲

}

外陰部,肛門
,会陰部,
磐部,大 腿
部内側(
注 入後5t
～10')

備 考

計1・ ・11i・ ・1111・ ・111

7～8cc

!

、

膀胱鏡検査
尿管カテーテル法及
び逆行性腎孟撮
影
電気凝固術

"

胱膀砕石術
尿道拡張術(ブ ジ
ー)

11♀2

16

♀2

♀1

3

1

2

10♀2

14

♀2

♀1

3

3

2

♀1

1

術 後30'3,♀

1,術 後1。1,

術 後20'1

、

注入後軽
い酩酊感
1
注入後瞬
間的全身
痙攣1
注入後瞬
間的充奮
♀1
/

大多数の症
例 は 外 陰
部,肛 門,会
陰部,一 部
)の症例は唇

部,大 腿部
内側
(注入後5'
～10')

、大多数

の症例
は7CC

使用,
肥満者
等に
8cc使

用

'

計
1・…1・1・ ・951・ ・111 1・ ・112♀1i

5CC

4CC

尿管カテーテル法
及び逆行性腎孟撮1
影
〃1♀1

1

191 }
外陰部,肛門
,会 陰部

ノ

10才

5才,♀5

才

計
i・・1i 12♀11 [

く充分満足すべき効果を得た.

副作用=副 作用は極めて少 く,全 症例42例(10cc

4例,7～8cc35例,小 児3例)を 通じて3例(7.1

%)に 認め たにすぎず,何 れも一 過性の酪酊感,痙

攣,充 奮状態であった.10cc使 用の2例 に於て,血

圧,脈 搏を測定したが,血 圧は軽度下降或は軽度上昇

にすぎず,血 圧下降にもとつ く障碍はなく,脈 搏は軽

度増加を示した(第1,2図)

第1図47才,♂.エ ピ ロ カ イ ン10cc

150

730

110

40

70

前 注 λ後4'12'

註 ←一一つ 血 圧

o-o脈 湧

第2図25才,♂.エ ピ ロ カイy10cc

前 注入後5'10'20'
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考察:前 記の如 く仙骨麻酔は古くより用いられて来

たのであるが,案 外その普及をみないのは,効 果の不

確実と麻酔発現の遅い事及び手技の多少の困難さ等で

あった.金 子氏は諸家の成績を綜合して,麻 酔効果は

最低60%,最 高95%で,多 くは80%内 外 であることを

述べている.著 者等の教室では従来から3%プPカ イ

ソ液15cc使 用にて効果不確実なものをしぼしぽ経

験している.近 年に出現したLidocaine(キ シロヵ

イン)に ては内外とも優れた麻酔効果の報告があ り,

今回のエピロカインに於ても著者等は充分満足すべき

麻酔効果を得た.而 もプロカインにて不十分な効果の

症例に於ても極めて満足すべき効果を得た.古 来仙骨

麻酔の効果の不確実は手技及び個人差によるとされた

が,薬 液に基因する事も多いと確信する,

一般 にプロヵイy ,テ トラヵインによる麻酔発現時

間は約20～30分 で あるとされ,Adrianiは10～15分

で現われると云 う.著 者は4%エ ピロカイy液7～8

cc使 用にて,5～10分 で検査をなすに充分なる麻酔

を得た,

麻囎特続時間は2%プ ロカイソ液にて1～2時 間 と

されている.著 者等はエピロカイソ使用にて30分 ～1

時聞の検査,治 療が無痛であ り,一 部の症例にては術

後30分 ・～1時 間の歩行障碍を伴った点より推定しで,

1.5～2時 間の持続時間と考えた.

仙骨麻酔の麻酔領域は,上 界は大略恥骨 と骨盤 とを

連結する線に至 り,側 方は啓部に及び,肛 門下部,陰

門,膣,陰 茎,尿 道はその領域内にあるとされる,往

々前立腺の全麻酔を見ることがあるが,陰 嚢内容は高

位からの神経麦配を受げるために麻酔されない.麻 酔

が充分な時には,大 腿後側及び膝関節も麻痺状を呈す

るという.著 者等は初め4%エ ピロカイン液10ccを

使用して優れた麻酔効果を得たのであるが,下 肢の運

動麻痺をも伴なったので,7～8ccに 減量し,而 も前

記の部位が充分・満足すべき状態に麻酔されて検査,治

療を無痛に行い得た.小 児に於ては4～5ccに て充分

効果を達した.

注入速度は副作用発現防止のため緩徐にすることが

望ましいとされている.Adrianiは2%プ ロカイy

液 を使用し,初 め5ccを 徐 々に注入 し,5分 後異常

なければ更に20ccを 追加注入することを述べてい

る,著 者等は術者により遅速はあるが緩徐にするを原

則 とし2～5分 で注入した。

従来,副 作用としては口内苦昧,嘔 気,嘔 吐,口 喝

,胸 内苦悶,手 足麻痺, 、眩量,顔 面蒼白,脈 搏不整,

発汗,悪 寒,心 悸充進,痙 攣,哺 潭,意 識潤濁等が挙
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げられ,副 作用は注射直後から30分 の聞に起こり,す

べて一過性で,重 篤な結果に至るのは極めて稀である

とい う.永 井氏は1～2%ノ ボ カイソ液30ccを 使用

して,ll%に 於て何等かの副作用が現われたと報告 し

ている.著 者等はエピロカイyを 使用して42例 中3例

(7.1%)に 副作用を認めたが,そ れは一過性の酩酊

感,痙 雛,充 奮状態であった,

仙骨麻酔にても腰椎麻酔 と同様に血圧降下を起こす

ので実施前にエフエ ドリン或はアドレナ リン等の注射

を必要 とされ ている.著 者等 は4%エ ピ ロカイy液

10cc使 用の2例 に血圧を測定したが,1例 は軽度低

下,他 の1例 は軽度上昇を示 したにすぎず,著 明な血

圧降下による副作用は経験しなかった,

エピロカインゼ リによる尿道麻酔

術式=(男 子)外 尿道口を清潔になし,20ccの 注

射器にエピロカイyゼ リ15ccを 移 し,尿 道洗瀧尖

を接合して注入する.注 入後約5～10分 陰茎鉗子にて

保持する.(女 子)エ ピロカイyゼ リ5ccを 注射器

に移し,尿 道洗瀞尖(円 錘形のものが使用に便利であ

る)を 接合して注入後,約5～10分 間外尿道口をガー

ゼにて圧迫してお く.両 者何れの場合も,あ らかじめ

ネラトy氏 カテe・一テルにて膀胱内に4%エ ピロカイy

液20ccを 注入しておくとよい

効果:第2,3表 に示す如 く,男 子41例,女 子17例

に使用し,男 子32・例,女 子16例 は全く無痛であ り,男

子9例,女 子1例 は軽度の疹痛があった,男 女を比較

すると男子が軽度の疹痛を訴えたものが多いが,こ れ

は解剖学的に尿道の長短,広狭の差異によると察する.

しかしこれらの疹痛はプロカイソ尿道麻酔時の如く強

度のもの でなく,不 映な圧迫 感にすぎな いものであ

る.1例(男)は 膀胱鏡挿入時には無痛であったが,

膀胱内乳頭腫を電気擬固した時のみ疹痛を訴えた.斯

かる場合は前記の如くあらかじめ膀胱内に4%エ ピロ

カイソ液を注入しておく方が望ましいと考えた.本 症

例中従前に受けた他の麻酔法 と比較すると,男 子に於

て11例 はプ ロカイン仙骨麻酔 よりすぐれ,5例 は同程

度であ り,2例 はプロカイy尿 道麻酔よりす ぐれ,4

例はキシロカイソゼ リと同程度にして無痛であった.

女子に於て2例 はプロカイy仙 骨麻酔よりす ぐれ,2

例はプロカイソ尿道麻酔 よりす ぐれ,1例 はキシロヵ

インゼ リと同程度にして無痛であった.

副作用;男 子,女 子の全例とも,全 身的副作用及び

局所刺戟作用は認めなかった.

考察:前 記の如 く著者等の教室では,各 種の泌尿器
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第2表 エビロカイソゼ リに よる尿道麻酔(男 子)

術 式

膀胱鏡検査

尿管カテPテ ル法及
び逆行性腎孟撮影

電気凝固術

尿道拡張術(ブ ジP)

症例数

14

14

2

11

効 果 本症例中従前にうけた麻酔との比較

軽度疹痛

5

1

3

プ ロ カ イ ソ

無 痛礪 麟 よ

9

13

2

8

4

5

2

プロカイン

仙骨麻酔 と
同程度

1

2

2

プロカイン

尿道麻酔 よ
り良

2

キ シ ロ カ イ

ソゼ リと同

塾…度

2

1

備 考

1

焼灼時のみ軽度疹
痛1

計 141[・ 32 11 5 2 4

第3表 エピロカインゼ リに よる尿道麻酔(女 子)

術 式 症例数

効 果

1

本症例中従前にうけた麻酔との比較

軽度疹痛 無 痛
プロカイン

仙骨麻酔 よ
り良

プロカイン

仙骨麻酔 と
同程度

プロカイン

尿道麻酔 よ
り良

キ シ ロ カイ
ンゼ リと同

程 度

膀胱鏡検査

尿管カテーテル法及び逆行
性腎孟撮影

電気凝固術

膀胱腫瘍組織切除

5

10

1

1

1

5

9

1

1

2

2 1

計 17 1 16 2
i・

1

科検査,治 療には仙骨麻酔を使用するのを原則 とした

が,仙 骨麻酔実施困難の症例,頻 回に尿道拡張術(ブ

ジー)等 を行 うような症例,又 解剖学的に尿道の短い

女子等に於てはプロカイン液による尿道麻酔を行って

来たが,そ の効果は不確実で充分なものとは云えなか

った,一 般には尿道麻酔が最も簡便であ り,広 く用い

られ,薬 剤,方 法にっいて絶えず研究,改良が行われて

来た.し かし多くの水溶液の麻酔剤では尿道粘膜への

粘着度が弱 く,麻 酔効果 も,有 効時聞も不充分である

ため,Corkusは グ リセ リソ,ト ラガソトゴム等を加

えて粘稠度を増し,局 所麻酔効果を高めることを考案

し,落 合氏等も略々同様の処方を用いて好結果を得て

いる.斯 くの如く尿道麻酢剤 としては表面麻酔力の強

力にて且つ粘稠度の高いものが合理的である.粘 稠度

増加のためには最近Methylce11uloseSod.(M.C,)

がすでに広く医孝堺に用いられて来てお り,こ れは完

全な均質の透明溶液であ り,無 刺戟性で水と尿 とに混

和し易 く,パ ラフィン,グ リセ リソより優れた適当な

粘滑剤(lubricant)と し て作 用す る.著 者 等 は

CarboxymethylcelluloseSod。(C.M,C,)を 加 え

て粘稠度を高めたキシロカインゼ リ,オ ノヵインゼ リ

の尿道麻酔にっいてはさきに発表したところである.

エピロカィンゼ リも これ ら と同様にエピロカインに

M.C.を 加 えて粘稠度を高めた尿道麻酔剤である。斯

かる形式の尿道麻酔剤が後部尿道の効果的な拡張と持

続的な尿道粘膜との完全な接触 を お こす こ とは,

C.M.C.を 加 えた粘稠性尿道造影剤UmbradilVis-

cousUに よ りX線 的に証明されている(Morales

andRomanus,著 者等)

著 者等は 男子 尿 道の連続撮 影にょりUmbradil

ViscousU12～13ccに て後部尿道が拡張されて膀胱

頸部迄進入するのを証明している.よ って成入男子の

尿道麻酔はエピロカイyゼ リ15ccに て充分・と考え

て使用した.女 子尿道撮影により前記造影剤3～5cc

にて膀胱頸部迄充分描 出されることが判明したので,

女子の尿道麻酔には5ccを 使用した.

著者等は男子41例,女 子17例 に使用し,男 子32例,

女子16例 に全 く無痛とい う満足すべき結果を得た.軽

度の疹痛を訴えた男子9例,女 子1例 があるが,プ ロ

カイン尿道麻酔の如 く強度のものではなく,不 侠な圧

迫感にすぎなかった.一 部の症例については従前に う

けた他の麻酔効果と比較検討することができた,即 ち



後藤 ・他一新局所麻酔剤エピロカインによる仙骨麻酔及び尿道麻酔

プロカイソ尿道麻酔 よりはすべてすぐれ,プ ロカイソ

仙骨麻酔に於けるよりもす ぐれるものが多かった.キ

シ冒カイソ尿道麻酔 とは同程度にして無痛であった,

エピロヵイソゼ リによる全身的副作用及び局所刺戟

作用はなかつた.

結 語

エビuカ ■ン(2・Methyl-2・(n-propylami-

no)-propylbenzoate-HCI)は 強 い表面麻 酔

力,伝 達麻酔力 を有 し,局 所刺戟作 用の軽微 な

優れた新 局所麻酔剤 である.

496エ ピ ロカ イン7～8ccを 使 用 して仙 骨

麻酔を実施 し,各 種 の泌尿 器科 検査,治 療 に充

分満足すべ き麻酔効果 を得 た.副 作 用は少数例

に一過性の 軽微 な もの を 認 めた に すぎなかつ

た.

エ ピロカィ ンにM.C.を 加 えて粘稠度 を高

めたエ ピロカインゼ リを男子 に15cc,女 子 に

5cc使 用 して尿道麻酔 を実施 し,す ぐれた麻

酔効果を得た.全 身的及 び局所的副作 用を全 く

認 めなかった.

恩師稲田教授の御指導,御 校閲を深謝する.
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